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経営者団体による「自助自律・自己責任」の展開 :
その提唱と帰結
































































年;x 自己責桂 格差 相互 社会 連帯 幅 考計肯定批判 社会 扶助 連帯 協同
19回以前 o o o o 6 3 9 
1田2 o o o o o 
1田3 2 o o o 。o o 
1田4 o o o o o o o 
1田5 o o o o 。o o 
1田6 o o o o o o o 
1田7 o 。o o 2 o o 
1田8 o o o o o o o 
1田9 o 。o o 。2 2 
1970 o o o o o 
1971 o 。o o 。2 2 
1972 o o o o o 4 
1973 o 。o o o o 
経営者団体による「自助自律・自己責任」の展開(堀越芳昭)
1974 o o o 。o 2 2 
1975 o o o o 3 o 3 
1976 2 o o 。2 o 2 
1977 o o o o 。o o 
1978 o o 。o 
1979 2 1 o o 2 o 2 
19田 o o 。 2 
1岨1 o o o o 。o o 
1982 o o 。 o 
1岨3 o o o o o o o 
1984 3 2 。2 o 2 
1蝿5 2 2 o o 1 o 1 
19田 o o o 。 o 
1咽7 o o o o 2 o 2 
19凪 o o o 。4 o 4 
1曲9 1 o o o 2 o 2 
19田 2 o o 。2 3 
1991 2 1 o o 1 2 31 191.11>富霊肉圃聾足
1992 o o 。o 
1993 1 o o o o 1 1 19担5釦1肉圃里足
1994 2 o o 。2 o 21 1鈎叫28羽田肉圃蝿E
1995 5 6 o o o 1 1 1岨l.3O村山内圃聾足
19田 451 24 6 。6 71 1皿1.11酔細腕
1997 321 19 4 1 7 2 9 
19岨 661 19 。5 2 71 1蝿四州内圃腕
19田 回 45 6 01 16 31 19 
2αJO 95 祖 2 。g 51 14 2000.4.5轟内圃蝿且
2叩1 時 45 8 ， I 16 21 18 明日僻樹楢四鍾製
2田2 741 29 51 10 22 31 25 聞は1飴制騨舗II.!
2田3 調 1 1 ， I 16 131 29 調1且6小制限E
2αJ4 114 181 37 121 14 11 25 担J<<7イラク人買事件
2田5 76 田 91 62 10 41 14 
2αJ6 54 6 9括7 19 41 23 盟副泊費量肉圃I~
2凹7 調 10 101264 43 91 52 四日'.926福岡肉圃聾E
2αJ8 41 5 91241 121 18 担拙息24麻生肉眼E
【備考】!国立国会図書館NDLー OPACよ
り検索・作成.
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『農協基礎研究』第17号、 1997年7月.。5)I巴A，ReJX)It0/めe月四回佳昭'Sof the Four-
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年月日 文書名 分類 主 な 内 容
1 I 1983年 1月26日 か『産わ業り合行い政にと関事す業る活章動E田Uか 富喜響子 調2E誠君津2躍ZE皆、通常田輔宮動に対する
2 1985年 と「語基盤が整国情産』業の創造的展開 鱗濯す 規型『産制に調転型敏現かす置ら市べも場輔き吉原で紅理白あ書ると章企・劉業・.の出1て自己と入責札任盟量国I捧を翻基国語本襖に型し、たあ基盤る整いは備
3 I 1991年9月14日 『輯団連企業行動憲章」 屯在串准り・腫方業営行l者動基白 欝器購




5 I 1995年7月18日 提会「新言を産ー目起指業し・て新家」事精業神創を出育へむ社の 鯖霊華T も、国
置を




6 I 1996年3月26日 けと「創企て業造~求四的行めな動人ら~材れI田る育教成育改に革向 ⑤人材社会・教生育活1 
7 I 1996年10月1日 責唱任力ーあ骨経る子日団但本連鯖Iピ創出自ジ造」へョのン 訳書2ま競治の「意争み自識な己を責展にらヲ任基開苛原づす主則いる量て的に。則公規他範正り業、かを曲企つ遵劃業守自愉す由理なる自競なを己遵争ど責、守を企任展し業原つ開倫則つす理、にる由則公.徹正そり底、かのをっ際自図助、自る法由・.Jな樟自
2020 





9 1996年12月10日 度日の重再明構で築持を続求可め能るな」年金制 器喜fF-民田しり鳴、は知て齢国お恵自者民らくと活自のこ選生力自と活助択カを匂揖最をと量公力め買大世的限にられ年よ田にて活金るも私だお用と的すけにりで年、べ支金現年き役金でえ田倒充酎るあ実る産とt.かをにと」は急おら、必いぐ最必要て要な早も不、が貴民あ金可能間るを.準企で業国あ備
10 1996年12月17日 引「企き)業j行動憲章の改正(手 ①準在企り・経方業営行3者動基自 経に「詩基自づ己体責制い任ので前回公強提正で、化透jあカ明る唱、自え己自責由られな任原競そ串則のにを展の「実っ開行すと田るり、手.J引自助きj・で自律「市童場障
11 1996年12月17日 社ンI世会~会代」保保障障を越制制え度度て改を持革目続指の可ビし能てジな~ ョ ④担金社福会祉保障3・
12 1998年 7月21日 金咽銅肢民のが信再帯頼擦でをきjる公的年 器謹F-
13 1998年10月12日 紀経『済書に日戦本社お略会経It会白済る議豊構四へか築再のでの生嵯精たと言力め2あに1」世るー 富寵詰f-密『経告済に界、構と造して改革も、を市前場向経きに費主受離け止の買め撤る必ー 要自が己責あ任る原.J則自徹底を
14 1998年10月20日 制田『経推回済確進立再とを生透求に明め向なる行け」規政制運緩営体和 ②規経制改演革改革6・
15 1998年12月10日 あI消り方費に者つ契い約て法」 (仮称)の ⑤人相社会・教生育活2・





17 2000年4月18日 方「財立政由自実助現をに基向本げとてしjた地 鰐誼f- 『自立自助」を提唱
18 2001年10月16日 革て白要ーと0」望行01政ー年経改働繍革経社の団会断連行の規構に制造向改け 富寵語手・
19 2001年叩月17日 輩『厚説草生自曽に働闘省す「る医見曹解制」度改 ④社杜会観全保[4障・ 人あを『持揖ひる次覇.と」河りして能白、で「安自自定立国膚的・力な自助医を療促探す自7検己E責制め舶白度書を腸構を軽築基量す本備るをとた図し、める国巴と}民と主カ自濯国釘駅民耳肢で1 
20 2002年叩月15日 引「企き)業」行動憲章田改1E(手 ①準在企り・経方業営行4者動基の 経に『基済自づ己体責い制任での前回公強提Eで伽透あ現カる唱自え己自責由ら札任な原続そ争則のにを展の『実っ開行すと田るり、手.J引自助き」・で自『樟ー慮臓
21 20田年1月14日 す封q働るE療省基試制本案度的I目考に揖え附本方す改とる革見「厚解に」生闘 ④社杜会撤金保回障・ 鰐H「担俄み騨賞等拍品の樹導ん政責購」任を負曾い、品自主器・官自立設自貯己責任J1の1下君、保主5険2者
22 2C田年3月18日 ト『安担金心を・安目指全しでて自」由なネッ C人E材社会・教生育活3・
23 2004年5月18日 引「企き)業」行動憲章の改正(手 ①準在企り・経方業営行5者動基四 連請を『企基はす業にる由不措圃」祥置自事を責決を任起定、こして自した実己判企施断業し、にに対改よる善し行て軍動、とそを自徹己の産責実任施する状にι基視づの「報く日本告申経をし団要出
24 2004年12月14日 来闘可すを甘育政るむ由提た持言め続~に活可~能力」性溢確れ保る未に 銀事華F-
25 20佃年6月20日 必織グ「主要~と体准j個的人とな支目キ援視点ャ田目リあマアり博方ッ成チ~組田ン C人E性材会・教生育活4・ 自己マネジメント力(自己責任意島章司量的
26 20回年6月20日 あレ「我ーり方がトに固・つガにいパおてナ」けシるスコ制ー 度ポ目 ①準在企り・経方轟営行6者動基四 資示いる「本家.て朝来行朗ま、動たと自株、すい己政式責るう投任告市府側場や資に基証家がと券肱い時あて保取るル、.引護」各所ー4ル種に公正や目は情株取理市式引場に取の従確引にお体っを行てい、て適う企べ、時業き適自己切やと株責なこ情主ろ任、で報にあ凋投基
-43ー
経営者団体による「自助自律・自己責任」の展開(堀越芳昭)
27 2007年1月1日 『希望の風日本」 里離F-
28 2007年4月17日 引「企き)業」行動憲章白改正{手 ①準在企り・経方業営行7者動基自 連背を「企基肱す業にるの不措.J祥置自己事を責決を起任定、こして自し実己た判企施断業し、に対改よ善るし行策て動、とそを自徹己の底責実す任施状るに.基況」づ回「報日く本申告経をし団要出
29 2009年2月17日 可負しI国能担て民由な一設安全社計体会心で保・」安支障全え制度なあ未をう来持目続指と 器喜fF-
【備考】 1-2 内田公三『経団連と日本経請の50年 もうひとつの産業政策史』日本経諦新聞社、 1996年、 p29、227より作成.
2-29 日本経済団体連合会{日本経団連)HP:h即 //WWWs.el曲nrer凶 r品/由d眠 j，h出旭より抽出作成。009年6月22日).
【図表4]経済同友会による「自助自律・自己責任」論 (太字・筆者による)
年月日 文書名 分類 主 な 内 容
1 1960年7月15日 『貿易・晶著自由仕謝理由 富手喜宮里吉 田『基融本機とす関はる・・・公共性に基づいた自己責任原則目貫徹を経世
2 1960年10月28日 意「企J!J業制制田改正に対する ①準在企り・経方業営行2者動基自 期「企す業る目と安と」易な資金調達の強度を反省しもって自己責任回徹底を
3 1965年4月15日 血噺し休い川自田由一倍量体制田植 量字書宮里吉 機るとし「風想、当を潮新招面憧白が力くし危.た目い」機か培自「企養まを由概れ業企ば塗3業自:1，主体せ自d技ん制由漉術企をと漕す業膏の位者る体開制発せあ由なよま白自根.己&り」膏、本企新任を業そのし覚のいこ払嵐経自己営君②責自!任意協由経を調を看駒的明過確競田l危争化
4 1972年1月21日 田「新一冊し目い経済白書脳包休川 器著者F-会よる「そ構.べj成のきで場員、合削企目自福業己:責も担任国金原民肱則福、祉専各工場自ら園由に努貢田力手献にす立まる経かつせE営助政るE策の置での確はの祖な立会にく努、で社あめ
5 1985年4月26日 団「』『聞にか向れけたて行」動(石す原る政告策自集 富者富野- よコ日噺本るとすし』『い民ると用時し『漸て主代措田のし聖経い国E成誼済際孟長化同きd』友を会実を行建追の役求す設割るしすてる乙主いとこα.とく喧.と剤」車と耐静草園新②理と『世民と界間自悟の己カた責め任をテのに
6 1988年1月22日 制立を哩緩めとざ輸新和市一して場自いー己公田」構責共、任政監査原賓化則の展的と規確開 富離す・ ばす『規、るそ制とれ輝とはで和を経あ推済る准社.J会する田発ため嵐の段基階本に的ふなさ視わ点しをい一自言己責で表任現原則するを確な立ら
7 1990年10月四日 『第三次行革審に望む」 ⑤i材社会・教生育活1 制と「金強とで化量なもに個つく人てながもは行なら政なら世いな存よいか固う、ら『消B十担費分割者なし保注『油意自己カ泌田責名翌要日ので車も見あ山とるに.を」安里司易守なす規る
8 1991年4月24日 し『て『時」代鑓へ水の挑船戦』を使命と ⑤人材社会・教生育活2・ し『①、自自己由責と責任任を貫回確徹立すaる決自意由をを主持張てす。」る以上、 企業も個人も自立
-44ー
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9 I 1992年1月4日 劃る『行日動本伝跡由社年会曲面世と界調和と調す和る企す ①準在企り・経方業営行4者動基の 月九!皇器竪鴨欝る鑓2盟戸時
10 1992年4月23日 新「創j造a跡的経働営への自己革 ①準在企り・経方轟営行5者動基四 め『経.J営者は、自ら田判断と自己責任において企業経営に取り組
11 1995年6月23日 済「企の棄新事た精な神る飛直活周に向日本け経て ①準在企り・経方業営行6者動基自
議百r訟韓でヲ自謹認欝irs鰭習審
る。」
12 1995年9月8日 要制待『規望緩す制和る」行撤小政廃委改員・緩会革和垂田活に員関躍急すに規期る ②規制経改済革改革3・ 接歯由自肱『ー競供己責接曜争が任供由の給実運促に者現進基用づ成のにさ供オ向果くL給遷け申責運た択公任前用を闘徹回向技を術底早あき急な田すり方議向るに、行論た上需な前めを担要必にう団家要べも結す司で、き時である自た己価ある責.めベる」任.ーにo機原スも則関で、比患投ま貴た較、宜家可
13 19岨年1月10日 動旧指本針再ー生19へ96の年経年営頭者見由行解 ①準在企り・経方業営行7者動基自欝襲欝議議
14 19岨年7月4日 支し日えてb豊る新情か報なし化情い報社」社会会田創を造めざを 軍人材社会・教生育活3・




16 1997年3月27日 具日「体本こ罰経う済して白仕日本組みを変を憂ええるる ②規経制構改改革革5・ 示「市さ揖れ多た書情晴報官を、も企と業に、・個自人己責を荘問b居覗fl!、1:基間珊づ時いつてわ、掘か調り活やす動をく行開
っているー 」
17 1997年4月24日 改会『民革牛間を尉活ー力1匂9を静97引情年き開度出見通す常構」造総 ②規経制構改改革革6・ 」底農E守抗耕訟寄託請報議醤f器議モテ商容電器24詰車里E描叩J建量都究産君目一主減主
18 1997年4月25日 基を「安求本自心め情てしえて一」生社活会で保障き改る社革会の ④社社会会福保祉障2・
19 1997年6月24日 市田『効場構築車をリ中と信心頼とをした目経指済し社て:会 ②規経制慣改改革革7・ r3. 自己責任原則に基づく経営を行なう」
20 1998年1月8日 2の「1決日世本意紀ー経へバ済の情ブ届性ル浬化回を総閲へ悼決の我算喜一」と々 華字書E聖書




22 1998年 8月4日 言「小」澗踊内閣へ田期待と提 富島草聖子 基そかれすづ咽ぞき曙れ自抜瞳らの本を企的自業な己責改リス任革ににト謹よラ遣っに取てす確るり所組立存むすでべとあきとるもと.にと」」、「当自白ら金の融特機色関を活が
23 1999年 2月18日 業由関『鷺わ競のれ再争14る力生因時ー向企代経上業営に)白者よ書のる』能日F官本力企削
量在管り方9轄 責築ャ「公任をリ正促にア基かすを圃っ賎づ」透成い『個オ明て性経人る演田もこ活高白と動書いに坦共なを闘通行る賞.なル」 うーとルグしてのロ冊整ーバ情邑ルは、な自市経己場済責任制シスに措テおムがいての自構キ己
24 1999年4月27日 経20「2営010由世年実紀問現を題のリをたー華めドりすに越一る合企え業計て ⑤人材社会・教生育活4・髄欝欝
25 1999年6月30日 をる「志育新あてし、るい尊人日重々本のしを、集目達う指成国でし一志てき ⑤人材社会・教生育活5・
」
26 1999年 7月28日 持めに「地すのて方る7た、のヶめ活章に力性一」化未あ来る・豊自に立希か望のなた固の @地財方改政革改革2・ すci自主性と自己置任に基づく真由地方の活性化・自立を目指J
27 1999年1月2日 「ベイの我オ々 フ白解立熱問題について 富島濯F-
28 2C凹年5月24日 踏情「求報まめ化えた進ら都れ属市のる政発イ策想ンをパ回転クj換トをー ②規制経改構改革革10・
29 2000年12月25日 C21世嫌在宣言j ⑤人材社会・教生育活6・ へ担ド『金民白をJ持主に思対主いっ義すやた個をるり定、権を着利育自樟てさ・せ義て・、務い自助樟く・責必全と要な任自担が己白金責書あ任識をる作。なの」意っとて識、パいと行ブくた動リ、めッ国にク肱民・マ自他イ国や者ン
30 2002年 5月24日 「小泉改革の進捗につい ②規制経改構革改革11・ 行理るた『改政経にと革基側済と、づ由目も主適担いに金役社て切会なのを「一的政達自人策責成己在目と責し断てをし釦果特てい、かたを「自わ促ねし助ばれてし努わ、ない力れよくら」覚な民っで悟て聞い企.の国を」業企新際由業た的体経に置競営し強者て争佑、力はに政市を努場治備原めえ・
て」




32 2002年10月2日 権言づ『確自く」立らり考へをえの目、行指行財し動政てす改一る地革地埴の提埴主 ③地財方政改改革革3・
る.J
33 2002年12月13日 意「見教書育」基本法改正に闘する ⑤人社材会・教生活育8・ 告宜可に現眉対欠味耳ですで在l加進弘るは噌責なめ臨任教いら畠れ育やtさh、てれに」て関い自立いるわ構な心る造吋あ田ホ重改ら山ゆ要革宮、のる性結成唱に果つにり、立おいEてちい~J除帯て、理すな解るい自世とをら会考育由事凪えむl断ると.や自とそ行己カ耳為宣の
34 2005年11月4日 公ム1「0地化務目員方、提公生を言求務き一め員生地で制き方度と政」改府し革た白地へス方のリ ③地財方政改改革革4・ そをにめ「全運のなも曜営てけ自立す時れのJ主るでしま体」、なもぬ、「自ら地格地な己揖制決方いの公.定を」自呆務・己員た自決己制しE、責度-任改自革カ己噴決と責か三定任位れ・Dて→自拡己いね撤責る草任こ「地ではと地域杭並行方b島明要自し政治てで、進体的
35 2007年 4月3日 る「括社力会保あ障る制経度書改社革会」を支え ④祖社会会掃保車止障3・ 襲開蒜ア湿擁器移護哲踏議議if
【輔考】 1-10:r経揖同友会50年のあゆみ{貴料集)， (社)経済同友会、 1997年より抽出作成山
11-35・経済同友会HP:h社p:l/wwwJioyu回iorjp より抽出作成(2009年 5月22日).
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